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質の副生成については、 O 3 または H 2 O 2 という酸素系酸化剤の安全性は比較的高
いと考えられていることから知見が少ないという課題がある。第四に、排水中に

















子 ス ピ ン 共 鳴 装 置 ） と ス ピ ン ト ラ ッ ピ ン グ 剤 で あ る DMPO
（ 5 ,5-d imethyl -1 -pyrro l ine  ‐ N-oxide）を併用する方法を検討した。この結果、
O 3 を併用する促進酸化処理については、DMPO が O 3 と極めて容易に反応して、・
OH 捕捉能力を喪失する問題があるものの、UV/H 2 O 2 法では、波長 280nm 以下の
UV を遮断することで定量可能であることを明らかとした。更に、この方法では
共存無機イオンが・ OH の挙動に与える影響も評価可能なことも明らかにした。  
第 3 章「実排水中微量有害有機物質の分解処理への適用」では、促進酸化法を
実排水中の微量有害有機物質の分解処理に応用することを目的として、 ( 1 )  [最終
処分場埋立地浸出水中の微量有害有機物質を対象とした基礎研究 ]、および ( 2 )  [下
水二次処理水中の COD・色度および臭気を対象とした応用研究 ] の2 つの研究

















第 5 章「高塩類濃度排水の促進酸化処理における有機塩素化合物（ TOX）副生
成およびその抑制方法の検討」では、塩化物イオン濃度が高い排水を対象として、
O 3 を利用する促進酸化処理などを行う場合は、有機塩素化合物 (TOX)が副生成す
る可能性を指摘し、これを実験的に証明した。また、TOX 副生成を抑制するため
2 
 の方法として H 2 O 2 添加の併用が効果的であることと、その反応メカニズムを示
した。  
第 6 章「排水中内分泌攪乱化学物質の分解処理への適用」では、実排水中に極
微量な濃度（ pg /L～ ng/L レベル）で存在する有害有機化学物質である内分泌攪乱
化学物質（環境ホルモン類）の分解処理への適用を目的として、 ( 1 )  [ダイオキシ
ン類（ DXNs）代替物質を対象とした基礎検討および浸出水中 DXNs を対象とし
た適用性の調査 ]、および ( 2 )  [洗煙排水中 DXNs および下水二次処理水中環境ホル
モン類の分解処理への適用性の調査 ] の2 つの研究を行った。この結果、前記 ( 1 )
では、クロロベンゼン類を用いた検討により、促進酸化法の中では UV/O 3 /H 2 O 2
処理が最も効果的であることを示し、モデル排水中の極微量な濃度で存在する
DXNs をも分解可能なことを明らかとした。更に、浸出水中に含まれる DXNs を
対象とした連続処理実験により、実排水においても DXNs 分解率約 71%が得られ
ることを示した。前記 ( 2 )では、内分泌攪乱化学物質の存在形態または分子構造が
分解性能に与える影響について調査した。まず、洗煙排水中に含まれる DXNs を
対象として、 DXNs の存在形態が分解性能に与える影響を検討し、 DXNs が付着
する浮遊性懸濁物質（ SS）の粒径が分解性能に影響を与えることを明らかとした。








促進酸化法を適用することを目的として、 ( a )評価方法、 ( b )処理の効率化、 ( c )  処
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